
Unit Designユニットライブラリ

作成したい形と近いテンプレートを呼び出し、編集して使用します。

1. ユニットライブラリコマンド を押す。

2. 下記の順序で選択します。

3. OK を押すと作成されます。

配置 XYZ

操作手順

その他の機能

①シリーズ

②基本ユニット

③フレーム種類
と寸法

④キャップ
⑤接合部品

②で
○○_Bracket または
○○_Joint の選択により、
「ブラケット」か「ジョイント」か
が決まります。

寸法は⼊⼒しなくても
デフォルトの
500mmで生成されます。

クリックすると
下部のプレビューが
表示されます。

既に画面内にモデルが存在した状態で、ユニットライブラリからデータを取り出す際、
既存のモデルと重ならずに配置することが出来ます。

Aのユニットを新たに追加する際、配置Y
に数値を⼊れることで、原点から距離を
取って配置することが出来ます。

A

1000

メニューバーからの選択方法：ファイル → ユニットライブラリ → 追加読み込み


